
文化祭準備が始まる前に皆さんに伝えたいこと 

 

文化祭の最大の目的は来校した人に楽しんでもらうことです。小さな子どもからお年寄り。地域の方々

に。そして、皆さんたち自身も楽しむことです。 

 

そのために心に留めて欲しいことがあります。 

１つは「全員に参加して欲しいということ。」様々な人がいます。コミュニケーションの得意な人も、

苦手だけど細かい作業が得意な人。絵が得意な人。全ての人が自分の出来ることを探して、この活動にし

っかり参加してください。こんな時に友人の思わぬ才能を見つけたりするものです。 

２つめは「互いに対話をすること。」意見のぶつかり合いがあるかもしれません。自分の意見をきちん

と言うこと。他人の意見を聞くこと。その結果、時には我慢することも必要かもしれません。とにかくあ

きらめずにどんなことでも「話し合って」進んでください。 

 

高校の文化祭は中学校までとは違います。 

１）教師は見守るだけです。教師を頼らず、模擬店もクラス展示も全て自分たちで考え、自分たちで作り

上げてください。外部との交渉、使用物品の準備も自分たちで行ってください。うまくいかないかも

しれません。それも全て学びです。 

２）文化祭は特別活動という授業の一環です。 

授業時間だということを忘れないでください。 

３）何かを作り上げる時、人間関係で悩んで当たり前です。  

色々な考え方があります。意見が食い違ったり、うまくいかなくて当たり前です。それでも、自分た

ちで乗り越えてください。高校を卒業した後の世界でも意見の食い違いや対立は沢山あります。その

たびに誰かが解決はしてくれません。自分達で頑張って解決してください。コツがあります。お互い

に「ありがとう」「ごめんなさい」をきちんと言うことです。それでもどうしても辛いときは教師に

しっかり相談してください。 

 

これから始まる文化祭をどうか楽しんでください。楽しいからやるのではなく、やるから楽しいので

す。楽しむためには努力が必要でもあります。そのことをどうか心に留めてください。 

生徒会執行部、HR 委員長、各催しものの責任者のみなさん。明日からの文化祭準備期間、文化祭中。責

任と権限を皆さんに委譲します。自分たちでしっかり考えて、全ての人に目を配り、全員参加でよい文化

祭を作り上げてください。 

最後に先生方にお願いです。生徒を信じて、任せてください。手を放して目を離さず、安全を確保しな

がらしっかりと見守ってください。 

 

久しぶりの制限のない文化祭です。大変だと思いますが、精一杯頑張ってください。皆さんならきっとで

きると思います。 

令和５年７月１０日 

校長 千葉 栄美  


